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Cell-able® 肝細胞フィーダレス培養方法 

準備； 

Matrigel®*入り培地の調製 

 ①Matrigel®は使用する前日にアイスバスに入れた状態で、冷蔵庫内で融解 

  ②融解したMatrigel®を氷冷下で冷却した RM101に 250μg/mlになるように添加する。 

③以降、Matrigel®を添加した培地は使用時まで冷却。保存する場合は 4℃保存。室温に戻した培地

は使用不可。 

 

*Matrigel®：BD356237 

 

方法； 

① 定法に従って Cell-able®に初代肝細胞を播種。 

② 播種 2 日後の培地交換で Matrigel®入り培地を使用。氷冷したリザーバーに氷冷した Matrigel®入り

培地を入れる。培養上清を 80μl 除去し、氷冷した Matrigel®入り培地 80μl を加える。添加の際、

氷冷したMatrigel®入り培地で数回ピペッティングすることによりチップを冷却して使用する。 

③ これ以降 1週間に 3回の培地交換のうち 1回をMatrigel®入り培地で培地交換を行い、それ以外の培

地交換では RM101を使用する。 

－ 以 上 － 
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